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チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5 1

法令で定められている以上の広々とした

スペースを確保しています。イベントや

行事等により子どもが一部の部屋に集中

すると予想される場合は、事前に活動人

数を時間帯で分ける等、工夫していま

す。

活発な児童が多いため、支援メニューの

順番や取り組み内容を柔軟に組み替える

必要がでてくることがあります。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切で

あるか。
3 3

定められた人員配置基準に加え、加算要

件を満たす人員配置を行っています。ま

た、保育士、児童指導員はじめ、児童や

福祉分野の経験を持つスタッフを配置

し、行事やイベント、子どもの状況に応

じ、臨機応変に対応しています。

配置数は適正ですが、子ども達の特性や

状況において、スタッフは常に臨機応変

な対応が求められます。そのような状況

下でも支援の目が行き届くようにスタッ

フのスキルアップや状況に応じた行事イ

ベントの内容変更、スペースの有効活用

を検討します。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になって

いるか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリア

フリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされている

か。

4 2

静・動の活動スペース、学習、個別に使

えるワークルームに加え、クールダウン

に使える部屋を備えています。必要に応

じてパーテーションで分けるようにして

います。

車イス未対応です。

トイレの入り口に段差がある為、声掛け

や入口への滑り止めマットの設置を行

い、安全確保に努めています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
6 0

視覚支援を用いたスケジュールの提示や

活動内容の説明をおこなうことで、安心

して活動に取り組めるよう配慮していま

す。静スペースにソファを設置し、児童

の状況を見て必要とされる場合は、休憩

スペースとしても活用しています

感染予防のため、オゾン消毒も導入して

います。

ー

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認

められる環境になっているか。 
6 0

個別で過ごすことができる部屋/スペース

は確保できているので、申し出があれば

使用できる環境です。

使用する場合、単独で入らせないように

するなど、安全面の徹底を心がけます。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返

り）に、広く職員が参画しているか。
6 0

モニタリングと目標見直しのため実施し

ている毎月の支援会議にはなるべく多く

のスタッフに参加してもらい広く意見を

取り入れています。

毎月の職員ミーティングにおいて、組織

全体で課題検討と振り返りを行っていま

す。欠席しているスタッフに対するフォ

ローの工夫を行っていきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を

設けており、その内容を業務改善につなげているか。
6 0

年に一回アンケートを実施して、意見を

集計したうえで課題点を改善できるよう

努めています。

ー

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改

善につなげているか。
6 0

2回/年、管理者との面談（人事考課）に

加え、1回/月以上のMTGで意見や要望を

把握する機会を設けています。その内容

も業務改善につなげるようにしていま

す。

今後も、スタッフが意見を出しやすい雰

囲気を作っていきます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげて

いるか。
1 5

現在は利用者と社内の評価となっていま

す。関係機関や保護者の見学等を実施す

ることで外部の視点や意見を聞く機会を

設けています。

専門機関による第三者評価は行っていま

せん。自己評価により業務改善を行い、

支援の品質向上に努めています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内

等で研修を開催する機会が確保されているか。
6 0

1回/月、組織全体でおこなう合同研修の

ほか、自治体や民間主催の幅広いテーマ

の研修に参加し得た知識をスタッフ間で

共有しています。

研修など外部からの刺激だけでなく、自

ら資質向上に取り組む意識を醸成してい

きます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  6 0

ホームページで公開しています。保護者

会での説明を実施し、お便りなどでもそ

の内容に触れています。

5領域における取組などを保護者会で説明

しているが、欠席している保護者への

フォローを検討していきます。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保

護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイ

サービス計画を作成しているか。

6 0

利用開始時（契約書）及び年1回程度、5

領域に基いたアセスメントを実施してい

ます。半年毎のモニタリング、新年度の

情報シートなどを活用し計画に反映させ

ています。

ー
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管

理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の

下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。

 

6 0

半年に1回以上、個々の支援会議を開催し

情報共有と共に、困り感の改善、自尊心

を高める支援を検討しています。

2人目の児童発達支援管理責任者の養成も

行っています。

ー

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った

支援が行われているか 。
6 0

半年に1回以上、個々の支援会議を開催し

情報共有と共に、計画に沿った日々の記

録用紙を作成し、支援の様子を記入でき

るようにしています。

共有するための記録作成に時間がかから

ないように、引き続き、工夫していきま

す。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた

フォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン

フォーマルなアセスメントを使用する等により確認している

か。

6 0

5領域に基いたフォーマルなアセスメント

と、日々の行動観察に基づき、言語・人

間関係・情緒・体調・学習内容など絶え

ず評価し支援に反映させています。

ー

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイド

ラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人

支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連

携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必

要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設

定されているか。

5 1

本人・家庭・移行の視点から目標を設定

し、ニーズに対応して支援をおこなって

います。

地域支援については今後の検討課題で

す。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 6 0

運動プログラムの立案、実施後の評価に

ついてチームで話し合っています

週末イベント活動及び、日々の学習や自

立課題など集団活動・個別活動ともに、

それぞれ担当者が中心となって、他ス

タッフの意見も広く集めながら立案して

います。

ー

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 6 0

子どもたちに企画も参画してもらい、イ

ベントを計画するなど、子供の意見を反

映しています。また外部講師に監修して

いただき、集団活動の一部により専門性

の高い活動を計画し実施しています。

一つのスキルを向上させるためには、固

定化が必要な場面もあります。子ども達

の状況・成長に応じた取り組みを今後と

も工夫します。

19

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせ

て放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われている

か。

6 0

自由時間と集団活動での観察を踏まえ

て、専門的な支援につなげるようにして

います。個別の活動は本人が楽しめるよ

うに工夫しています。

専門的支援を取り入れ、個別課題へに対

する本人の気づきをより促せるようにし

ています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支

援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を

行っているか。

5 1

休日、長期休暇中などは実施できないこ

ともあるが、平日は児童の利用前に打ち

合わせの時間を設け、送迎の確認や子ど

もに関する情報共有、役割分担や支援方

法などの確認をおこなっています。

休日や長期休暇中などでは、すぐに送迎

に出なければならないスタッフもおり、

そのような場合の工夫が必要です。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた

支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
5 1

送迎などで実施できないこともあるが、

可能なスタッフ間で当日の気づきについ

て話し合いをおこなっています。

送迎などで参加できない場合の工夫が必

要です。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改

善につなげているか。
6 0

その日の支援の振り返りや気づいた点等

は、日々の記録に記載しています。可能

なスタッフ間で当日の気づきや課題につ

いて話し合い、情報共有を行っていま

す。モニタリングやカンファレンスに活

かしています。

送迎などで意見が反映できない日がある

場合の工夫が必要です。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見

直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
6 0

3～6か月毎にモニタリングを行い、内容

を支援会議で検討し計画の見直しの必要

性を判断しています。

ー

24

放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。※① 自立支援と日常生活の充実、

②創作活動、③地域交流の機会の提供、④余暇の提供

6 0

個々のニーズに応じた自立支援（日常生

活動作、家事、お仕事活動等）室内外及

びアートイベントやコンサート活動での

創作活動、地域の公園や活動団体との交

流など基本活動を意識し複数組み合わせ

て支援をおこなっています。

地域交流の活動について、子供が主体的

に参画できる活動には、まだこれからな

ので、今後、社会活動を通じて計画して

いきたいです。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自

己決定をする力を育てるための支援を行っているか。
6 0

特に休みの日は、時間が長いため、子供

と一緒に活動予定を決めたり、複数の活

動から選べるようにしています。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会

議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
6 0

児童発達支援管理責任者が中心となり、

可能な限り児童指導員や保育士と一緒に

参加しています。

ー

27

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている

か。

3 3

必要な医療情報、学校生活に関する情報

など基本的には保護者を通して得ていま

す。また、課題がある場合には、学校で

の担当者会議に参加しています。

いいえ3名＝担当外のため

学校との連携方法について、外部連携を

担当していないスタッフにどのように教

育していくか工夫が必要です。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下

校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時

の連絡）を適切に行っているか。

6 0

保護者を通して情報共有をおこなってい

ます。ニーズに応じ学校関係者や関係機

関を含めた担当者会議を定期的に実施し

ています。子どもに関連する課題が大き

くなった時は、速やかに学校等と連絡を

取り合い、適切に対応しています。

学校の先生との連携可能時間帯が事業所

の繁忙時間帯と重なるため、事前のすり

合わせと計画が必要です。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発

達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
2 4

引継ぎ時の担当者会議や申し送り書を通

じて情報共有をしています。
いいえ4名＝担当外のため

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事

業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供す

る等しているか。

5 1

必要に応じて、生活介護や就労移行支援

の事業所に文書で申し送りを行っていま

す。

保護者の同意を得た上で、事業所で行っ

てきた支援内容等について情報共有と相

互理解を図り、円滑に支援が引き継がれ

るように努めていきます。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じて

スーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
4 2

課題が大きくなってきた子どもについて

は、事業所単独で動くことなく、児童発

達支援センターや相談支援員、学校と連

携し、助言を受けるようにしています。

いいえ2名≃担当外のため

外部連携を担当していないスタッフにど

のように教育していくか工夫が必要で

す。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会があるか。
4 2

児童館、近隣の公園で地域の子供たちと

一緒にドッジボールや鬼ごっこをするな

ど交流を図っています。また、地域のイ

ベントに参加して交流の機会を作るよう

努めています。

積極的な地域交流は今後の検討課題で

す。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 3 3

以前は、中央区ちゅちゅうネット、子ど

もネットワーク会議に参加していまし

た。現在、参加は実施しておりません

が、要請があれば参加の体制はありま

す。

いいえ3名＝担当外のため

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状

況や課題について共通理解を持っているか。
6 0

連絡帳及び送迎時に加え、適宜面談時や

メール及び担当者会議で子どもの様子に

ついて話し合い共通理解を持てるように

しています。

ー

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プ

ログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加でき

る研修の機会や情報提供等を行っているか。 

5 1

共働き家庭の支援として延長制度を設け

ています。また、保護者の要望・必要に

応じた助言をしています。

ペアレント・トレーニング等を実施して

いくためには、望ましいと思える方法を

押し付けたりすることがないよう、コー

チングスキルを充分に養成しておく必要

性を感じます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明

を行っているか。
6 0

契約時や支援計画作成時、内容の変更時

や求めに応じてその都度説明していま

す。

ー

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者

の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえ

て、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

6 0

支援計画書作成時以外でも、相談のあっ

た時は、面談や電話などで意向を確認し

ています。子ども自身の希望をきいた

り、話すことが難しい場合は、絵やジェ

スチャーを併用し意向の確認できるよう

努めています。

ー

38

「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を

行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ている

か 。

6 0

説明し同意を得ています。タイミング的

に直接の説明が難しい場合は説明のメモ

書きを添えたり、電話にて説明を行って

います。

ー

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談

や必要な助言と支援を行っているか。
6 0 常に行っています。 ー

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等に

より、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援を

しているか。

6 0

年2回の保護者会で交流を図る機会を設け

るのに加え、兄弟児や保護者参加型のイ

ベントを催し、兄弟児も含めた交流の場

を提供しています。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備すると

ともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速か

つ適切に対応しているか。

6 0

窓口対応者、責任者を配置し、迅速に対

応できるよう心がけています。改善の必

要な場合はスタッフ間や会社全体で協議

し改善に努めています。

ー

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや

保護者に対して発信しているか。

6 0

年2回の保護者会で交流を図る機会を設け

るのに加え、兄弟児や保護者参加型のイ

ベントを催し、兄弟児も含めた交流の場

を提供してます。

また、ブログ・SNS等を活用し、活動内

容等を発信してます。

ー

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 6 0

漏洩の恐れにつながりそうな事例などが

あれば必ず報告し、再発防止のため協議

を行っています。

ー

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための

配慮をしているか。
6 0

ご家庭によって、連絡や意思疎通の方法

を変えたり、時間帯を工夫したりしてい

ます。

ー

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運

営を図っているか。
0 6

事業所の大家さんに活動を見てもらうこ

とはあります。

地域イベントに子ども達と参加すること

はありましたが、事業所内イベントには

スペース的に地域住民の招待はできてい

ないので、外部会場を借りた場合などは

招待できるよう検討したいです。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知す

るとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

6 0

事故、災害、感染症などのマニュアルに

ついて全体MTG等にて対応方法などの確

認を行っています。安全計画の中で研修

や訓練を計画し、定期的に実施していま

す。

マニュアルをまとめたものを保護者に配

布しているが、その内容のすべてを説明

できるだけの時間確保が難しい現状で

す。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に

備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
6 0

BCPに沿った研修・訓練を実施していま

す。職員による避難手順や経路確認を行

う等、非常災害の発生時に備えていま

す。

非常用はしごを使用した訓練も行ってい

るが、危険も伴うため、子ども達全員が

体験できる訳ではありません。その代わ

りになるものへの工夫が必要です。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確

認しているか。
6 0

契約時に確認し、年1度保護者へ再確認も

おこなっています。

服薬が必要な子どもの場合でも、医療行

為となるようなことはできないため、事

業所ができる範囲をしっかり共有してお

く必要があります。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく

対応がされているか。
5 1

契約時に確認し、年1度保護者へ再確認も

おこなっています。保護者からの聞き取

りを基にアレルギー一覧表を作成し予定

にない飲食の提供を禁止して対応してい

ます。

引き続き、軽食提供時やクッキング時等

は、確認の徹底に努めます。

50

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要

な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われて

いるか。

6 0

適切に作成し、計画に基いて研修をおこ

なっています。設備や送迎時の危険につ

いても常にチェックしています。

公園やお出かけには様々な体験が詰まっ

ており、子ども達への成長に有用ではあ

るが、危険も伴います。子ども達の特性

の組み合わせや天候、周囲の状況によっ

てその危険度も変化するので、計画の変

更が必要な際には、変更を行った上で説

明いたします。

51

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、

安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか

 。

6 0

安全計画に基いて行っています。計画に

基づいて行われる訓練等は、事前に計画

でお知らせするとともに、実施した日の

連絡帳に記載しています。

計画は事前にお知らせしているものの、

訓練実施は当日利用があった利用者しか

その内容を体験していないので、体験し

ていない子どもやご家庭にどのように周

知するかは課題です。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につ

いて検討をしているか。
6 0

ヒヤリハットは適宜作成しスタッフ間で

回覧したのちファイリングしています。

重要と思われる事例については研修で取

り上げて再発防止に努めています。

ヒヤリハットを記載できるスタッフが偏

らないようにしなければなりません。内

容については、毎回管理者が確認し、レ

ベルアップを図っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対

応をしているか。
6 0

計画に則り、研修を行っています。

日々の支援の中で、虐待につながる芽が

ないか、常に意識し、その都度意見を出

し合っています。

感情が高ぶり、周囲が見えなくなってい

る子ども自身とその周囲の子どもを守る

ために、どのような対応が望ましいの

か、常に検討が必要です。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織

的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た

上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。

6 0

身体拘束適正化委員会を設置し、身体拘

束の条件や実施した場合の報告、対応の

検討を行う場を設けています。

基本的に、身体拘束は行っていません。
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